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第２章 環境の状況と施策の実施状況 

第５節 市民参加と広域連携 

 

 

 

１.目指す将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．現況 

 

現在、帯広市では市内の小、中学校の授業等のほか、市内の町内会、PTA、各種サークル

などの団体へ向け、出前環境教室を開催しています。また、平成 14 年度から『とかち・市

民環境交流会』を開催し、市民・環境団体・企業・学校等がそれぞれの環境活動を展示・発

表し、情報交換や交流を行っています。 

（１） 環境配慮行動の取り組み 

ア. 清掃ボランティア 

「自分たちのまちは自分たちの手で美しく」という共通認識のもと、地域住民や地元

企業の力を原動力として行政がサポートする清掃ボランティアのしくみがあります。主

に企業や団体が参加する「クリーン・キャンバス・２１」と、主に個人の方が参加する

「エコフレンズ」があります。 

イ. 環境交流会 

環境交流会は平成 14 年度から開催しており、市民協働のイベントとして、環境団体

や企業、学生などによる活動の発表・展示のほか、体験ブースなどが設置され、多くの

市民で賑わいます。交流会を通し、多くの市民が幅広い多様な環境問題や活動の実情を

知ることで、環境活動への参加につなげていくことを目的としています。 

 

表 28 ＜環境交流会の出展者数及び来場者数＞ 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 

出展者数 新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止 
17 20 18 19 

来場者数 209 1,022 1,104 1,225 

基 本 目 標 ５ 市民参加と広域連携 【環境にやさしい行動を実践するまち】 

地球温暖化の防止や自然環境の保全を推進していくためには、市はもとより、市民、

事業者がそれぞれの役割を認識し、互いに連携しながら継続的に取り組みをすすめてい

く必要があり、そのためには様々な方に日常生活や日頃の活動の中から「環境配慮行動」

を実践していくことや、十勝全体で取り組みをすすめていくことにより【環境にやさし

い行動を実践するまち】を目指します。 

この基本目標５の達成に向けて、以下の２つの基本施策に取り組みます。 

【５－１】環境配慮行動の実践 

【５－２】広域連携の推進 

 

基本施策【５－１】環境配慮行動の実践 
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ウ. デコ活の推進 

「デコ活（デコカツ）」とは、2050 年カーボンニュートラル及び 2030 年度削減目

標の実現に向け、2022 年 10 月に発足した国民の行動変容・ライフスタイル転換を強

力に後押しするための新しい国民運動のことです。帯広市においても、環境省のデコ活

宣言に賛同し、様々な場面を通してデコ活を推進しています。 

エ. 出前環境教室 

出前環境教室は平成９年度より、希望者のニーズに応じて地球温暖化の現状から身近

に取り組める省エネ活動の紹介まで、出来る限り興味を持ちやすく、分かりやすい教室

を実施しています。環境に関する学習を通して、参加する市民が環境に関心をもち、深

め、具体的行動に結びつけるきっかけを提供することを目的としています。 

 

 

 

平成 24 年度より「帯広らしい環境プログラム集」を発行し、学校や行政などが連携

した環境教育の実施を進めています。また、平成 24 年度より学童保育所、平成 27 年

度より地域サロンにおいて新たに実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 

実施件数 17 27 38 46 42 

参加者数 1,344 1,656 1,861 1,917 1,991 

令和６年度環境交流会の様子 

表 29 ＜出前環境教室参加者数＞ 

出前環境教室の様子 
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（１）十勝バイオマス産業都市構想 

平成 25 年 6 月に、十勝 19 市町村は関係 7 府省が共同で推進する「バイオマス産業都

市」に選定されました。 

十勝の豊富なバイオマスを活用し、地域循環型社会の形成や自立・分散型エネルギー供

給システムの構築、低炭素社会の実現に向け、十勝 19 市町村で連携し、持続的な地域経

済の確立を目指しています。 

（２）十勝 19 市町村の連携（十勝定住自立圏構想） 

    「十勝定住自立圏構想」の環境分野においては、「地球温暖化の防止に向けた低炭素社会

の構築」を目指し、環境意識の啓発や再生可能エネルギー・省エネルギー機器の導入促進に

ついて、連携したイベントを開催するなど、広域連携での取り組みを行っています。 

（３）JICA との連携 

    帯広市には、JICA 北海道センター（帯広）が設置されており、東北海道における国際協

力の拠点として事業を展開しています。JICA 北海道センター（帯広）では、開発途上国か

ら研修員を受け入れており、各研修員は行政、環境、農林水産業等に関する研修コースにお

いて、専門知識や技術を習得しています。 

    帯広市は、環境に関する研修コースを通して、環境行政や環境モデル都市としての取り組

みを世界に発信しています。 

 

３. 施策の実施状況 

 

基本施策 【５－１】　環境配慮行動の実践

令和６年度の取り組み 実績等 関連部局

まち美化サポート事業の推進

①クリーン･キャンバス･21
　市民と行政が協働で取り組むまち美化サポート事業を継続実施し
た。
・活動地区：14地区（中央公園、公園大通、商店街、とてっぽ通、
かしわ公園、文化ホール北、工業団地、西帯広商店街、稲田、つつ
じが丘、市内河川、南町、帯広北、緑ヶ丘）
・参加数：34団体、4個人
②エコフレンズ
　アダプト・プログラムの簡易版として、地域の美化が市全体につ
ながっていくことを目指し、主に個人向けの「エコフレンズ」事業
を継続した。
・登録数：4,117名

クリーングリーン運動の推進
（団体、町内会）

帯広市と市町連環境衛生部会が地域環境美化運動として、市内の全
町内会に周知・啓発パンフレットを配布し、次の事業を実施した。
①定期清掃
　各町内会単位で5月～10月の期間、日程を設定して町内の定期清
掃を実施。全市規模の清掃である。
②全市一斉河川清掃
　令和6年5月12日（日曜日）に実施した。
・参加数：188町内会、2,061人
③ごみの減量化・再資源化
　町内会単位での資源ごみ回収等の取組みを推進した。
④畜犬の適正飼育の啓発
　適正飼育パンフレットを市内全町内会に配布し、また、看板の斡
旋・設置などにより啓発を図った。

環境課

基本施策【５－２】広域連携の推進 
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飼い犬の適正飼育普及啓発
犬の飼い主に送る狂犬病予防注射の案内に、適正飼育の啓発チラシ
を同封した。

環境アドバイザー等、地域環境指導者の
育成

出前環境教室などの機会を通じ、地球温暖化防止をはじめとした環
境保全の啓発事業を行った。

①出前環境教室の開催　　        

②環境交流会の開催
　地域の環境保全活動や環境課題について、現状を把握し情報交換
を行うとともに、市民に広く環境活動への参加を啓発することを目
的とするもの。
 （出展団体：19団体、来場者：1,225名）
③環境学習会

　市民を対象に、十勝の豊かな自然に触れることで環境への関心と
知識を深めることを目的とするもの。

令和6年８月6日（火）に実施した。（17名参加）

・出前講座（総務課）13校、21クラス、645名
・施設見学（水道課施設係）　1,012名
・施設見学（下水道課施設係） 67名

上下水道部
総務課

環境教育の普及、環境保全活動参加機会
の提供推進

①宿泊・日帰り学習の小学校5年生と中学生を対象に特別授業の中で
環境学習会を開催した。
 7回、10校、194人

②科学展示室に41種の展示品を設置。
・展示室入場者数　36,686人

環境教育及び啓発活動、情報提供

①小学生等を対象に、バスの乗り方や運輸と地球温暖化の関係など
をテーマとした出前講座を実施して、公共交通の優位性について啓
発を図った。
　　〇小学生（29回、1,360名）
　　〇高齢者（1回、30名）
②帯広市地域公共交通活性化協議会において、バス利用啓発のため
の小冊子の作成・配布を通じて、市内の中高生（中学3年生及び高校
1、2年生）や転入者、高齢者に対し公共交通の優位性について啓発
を図った。
　【作成部数】
　　〇中高生向け：5,000部
　　〇転入者向け：1,500部
　　〇高齢者向け：3,500部

　都市政策課

①学校・教育機関への出前講座
   自然
　アイヌ文化
　歴史と考古学
②学校・教育機関以外への出前講座
   自然
　アイヌ文化
　歴史と考古学

自然観察の指導者の育成 ◎博物館講座　14回実施、446名参加

環境教育・環境学習の拠点となる機能の
整備

幼児や児童等の団体、免除申請団体や一般入園者を対象に、動物と
のふれあいや観察・体験教室などを通じて、自然や環境学習、情操
教育の場を提供することを目的に実施した。
①動物とのふれあい教室
②親子で飼育体験
③おびZoo寺子屋
④小学生のための動物園塾
⑤その他、各種講座の開催

動物園

総合的な学習の時間支援事業

〇環境モデル都市の指定にふさわしい環境教育の推進など、特色あ
る教育を一層進めるために、基礎的な予算措置と、学校が独自に目
標を設定・管理し、積極的に企画提案する取り組みの支援を通し
て、学校の主体性・自律性を向上させ、信頼される学校づくりを進
めた。
〇「おびひろ市民学推進事業」の中の総合的な学習の時間支援事業
として、市内全小中学校において、各学校の特色を活かした教育活
動を展開しており、協力事業団体の拡充を図っている。

学校教育
指導課

環境課

環境教育の普及、環境保全活動参加機会
の提供推進

百年記念館

児童会館

環境教育の普及、環境保全活動参加機会
の提供推進

（42回、参加者 1,991名）

6件
10件
1件

66団体 ２,002人参加
3回 11組（22人）参加

5回 86人参加
1回 12人参加

5件
4件
24件
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環境教育に関する教職員研修

〇夏季研修講座において、帯広畜産大学 浅利裕伸 准教授を招聘し、
十勝・帯広に生息する野生生物に関わる研修会を開催。
〇環境に関する書籍等を購入し、教職員へいつでも貸し出しができ
る環境を整備。

教育研究所

学校教育における環境教育の支援・環境
教育教材の充実

環境・エネルギーに関するパスファインダー（改訂版）を設置・提
供した。

企業等の事業者による環境保全への取り
組み

全国69社の企業より環境報告書（CSR）をいただき、市民に提供し
た。

「道の日」道路清掃
各道路管理者が道路愛護運動を実施しており、帯広市は道路の役割
や重要性に対する市民の関心を高める事を目的に市道の清掃を行っ
た。

管理課

基本施策 【５－２】　広域連携の推進

令和６年度の取り組み 実績等 関連部局

十勝定住自立圏における地球温暖化対策
の推進

6月から9月の毎月第1金曜日に「とかち市町村一斉ノーカーデー」
を実施した。6,862人（21,436km）が参加し、3,133kg-CO2
の二酸化炭素排出量を削減した。

環境課

人材派遣や研修員受入による人材及び指
導者の育成と技術協力の推進

令和6年度については、JICA北海道センター（帯広）において、環
境問題に関する課題解決のための研修コースが5コース実施され、研
修員の育成が図られた。

観光交流課

研修員等人材教育のための指導者の育成

JICA北海道（帯広）を中心として、海外の研修員向けの研修の際、
講師等を地元の関係機関から派遣していただいており、人材育成へ
寄与した。

観光交流課

〇市のホームページにて環境行政に関する情報を随時発信した。
〇広報紙に環境に関する情報を随時掲載し、市民への周知・啓発を
図った。また、7月にはゼロカーボン推進計画を紹介したゼロカーボ
ン計画周知チラシを広報紙に折り込み、全戸に配布した。

情報発信

図書館

環境課


